
第３節　東郷湖羽合臨海公園推進協議会の結成

　かねてから結成が急がれていた推進協議会の結成総会が、昭和５１年４月２６日、羽合町上浅津で開かれた。この会の目的は、昭和４７年に事業着手されたものの工事は遅々として進展が見られない。何分広域な計画であり、それに輪をかけたような社会情勢の急激な変化による（当時オイルショック時代）国の財政引き締めなどで事業がはかどらない状況であったが、農地を手離したくなかった農家もあり、放置されて草が生い茂る様を見る地元住民の不満はつのるばかりであった。それを今後早期実現を目指し促進を図り、観光、文化、産業の発展に結び付くことを願うため地元羽合、東郷両町関係者を中心として結成するものである。会は地元選出の羽合横山、東郷藤井両県議会議員と、鳥取県土木部長、主管の都市計画課長、倉吉土木出張所長（現倉吉土木事務所）地元両町長、両議長、各種団体代表が集まり、事業計画の基本構想、施設計画、開発手法、事業費の概算、問題点などを県担当者から聴き、今後の推進に当たっての方向づけ等が検討され、まず基本となる推進協議会の規約が審議、決定された。それにより役員選出を行い、会長に故島羽合町長、副会長２名に、中部行政振興協会長の小谷倉吉市長と本荘東郷町長の両氏を選んだ後に、協議会の宣言を採択して会が発足した。採択された宣言は次のとおりである。

　　　宣　言

　東郷湖が県立公園に指定されてから、早くも２２年が経過したが、自然公園であるため、施設の整備はできず、観光産業は現在の経済低成長時代も併せて、県下の観光旅行客は著しく減少している現状である。県におかれては、昭和４７年度に東郷湖羽合臨海公園を計画し、鋭意実現に努力されているところであるが、我々はその実現が１日も早やからんことを切望してやまない。本日ここに推進協議会を結成し、公園事業の早期実現をめざして、一層の努力をすることを誓うものである。

　上宣言する


　　昭和５１年４月　　　　　　　　　　　　　　東郷湖羽合臨海公園、推進協議会


　推進協議会結成以来、事業促進のため上京陳情などを主とした活動を行い、事業推進に寄与。開園式典等の行事を行った。
